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区政会館だより No.361　Contents 令和２年４月

		 ●特別区長会事務局

08	 特別区長会調査研究機構
		 　令和元年度調査研究結果報告について
12	 令和２年３月区長会の主な案件等

		 ●特別区議会議長会事務局

12	 令和２年３月議長会の主な案件等

		 ●特別区人事・厚生事務組合

05	 令和２年度管理職選考案内を発行しました
06	 令和２年度採用試験・選考情報
		 〜令和２年度の採用予定数等を発表！〜
07	 �特別区人事委員会が令和元年度に各区等と
		 連携して実施した主なPR事業を報告します！
		 令和２年第１回特別区人事・厚生事務組合
		 議会定例会（第２日）の結果
10	 令和２年度特別区立幼稚園教員採用候補者選考
		 実施日程発表
		 令和２年度特別区立幼稚園臨時的任用教員
		 採用候補者選考実施
12	 特別区職員研修所からのご案内
		 　６月の研修メニューを紹介します
16	 区保有テレビの受信契約はどうなっている？
		 （訴訟事件事例紹介355）

		 ●公益財団法人特別区協議会

08	 特別区長会調査研究機構
		 　令和元年度調査研究結果報告について
10	「特別区全国連携プロジェクト」の取り組みについて
		 　令和２年度第１回全国連携展示（広島県全９町）
		 　�「瀬戸内の恵み“しまなみ”、大自然と伝統の

“やまなみ”新鮮な魅力あふれる広島」
11	 �23区と地方自治の専門図書館
		 特別区自治情報・交流センター
		 　所蔵資料のご紹介
13	 �東京都立大学（旧首都大学東京）
		 オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
		 ５月開講講座のご案内です！！

		 ●東京二十三区清掃一部事務組合

07	 �令和２年第１回東京二十三区清掃一部事務組合　
議会臨時会の結果

14	 東京23区清掃事業の国際協力について
15	 東京二十三区清掃協議会 令和２年度予算のあらまし
		 �令和２年度 東京二十三区清掃協議会 
		 一般会計歳入歳出予算

		 ●特別区競馬組合

17	 令和２年度のトゥインクスレース開幕！
18	 TCK INFORMATION

都区制度改革から20年
巻頭特集記事

【お知らせ】
　巻頭特集記事として、令和２年１月から掲載していた「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会への
23区の取り組み」は、東京2020大会の開催延期に伴い、当分の間、休止します。

配信開始日時 配信予定期間 提　供 番　　組　　名 サブタイトル（または放送内容）

5月  1日 5/1（金）〜7/1（水）
江東区 江東ワイドスクエア 匠の手仕事
荒川区 こんにちは荒川区 パラスポここが魅力！「陸上」

5月  8日 5/8（金）〜7/8（水）
世田谷区 魅せます！せたがや 住んでよし、訪れてよしのまち〜「世田谷ま

ちなか観光」に出かけよう
渋谷区 未定 未定

5月15日 5/15（金）〜7/15（水） 台東区
アレルギーっ子でも食べら
れる『みんなの屋台』

アレルギーを持つ子供たちでも食べることの
できる、グルテンフリーの屋台を運営されて
いる方に密着しました！

5月22日 5/22（金）〜7/22（水）
文京区 未定 未定
江戸川区 えどがわ区民ニュース 未定

5月29日 5/29（金）〜7/29（水） 墨田区
2020目前！
熱血オールすみだ

ボクシング競技＆ゴールボール

TOKYO MX
番組配信サービス
「エムキャス」
23区広報番組
毎週金曜日配信予定

５月放送予定表

02	 �都区制度改革から20年を迎えました
　　―東京大都市地域の基礎自治体として―
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
4
月
3
日
（
金
）、
令
和

2
年
度
管
理
職
選
考
実
施
要
綱
の
発
表
に
伴
い
、
管
理

職
選
考
案
内
を
発
行
し
ま
し
た
。

特
別
区
人
事
委
員
会
で
は
毎
年
、
昇
任
選
考
を
通
じ

た
計
画
的
な
人
材
育
成
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
「
管
理

職
選
考
案
内
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

「
管
理
職
選
考
案
内
」
で
は
実
施
要
綱
、
受
験
申
込

書
に
加
え
、
現
役
管
理
職
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
試
験
勉
強

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
受
験
者
の
方
に
役
立
つ
内
容
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

管
理
職
選
考
に
向
け
て
勉
強
を
進
め
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
受
験
資
格
を
得
る
方
に
も

幅
広
く
ご
覧
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
に
寄
り
添
う
管
理
職
選

考
」
と
し
、
受
験
者
の
方
が
自
身
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

や
勉
強
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
受
験
方
式
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
、
各
方
式
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
特
集
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
中
の
方
で
も
積
極
的
に
受
験

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
一
時
保
育
制
度
に
つ
い
て

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
試
験
勉
強
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
試
験
の

概
要
説
明
や
目
的
、
解
答
の
手
が
か
り
、
過
去
の
筆
記

考
査
の
出
題
テ
ー
マ
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
試
験

勉
強
に
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
記
述

式
問
題
の
解
答
例
や
論
文
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
、

受
験
す
る
方
に
は
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
部

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
き
、
特
別
区
の
管
理
職
を
目

指
す
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま

た
、
指
導
に
当
た
る
方
々
も
、
職
員
の
受
験
勧
奨
及

び
指
導
・
育
成
等
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
受
験
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

本
冊
子
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
各
区
・
一
部
事

務
組
合
人
事
担
当
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和２年度
管理職選考案内を発行しました

（％）（人）

（年）
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
３
月
19
日

（
木
）
に
令
和
２
年
度
特
別
区
職
員
採

用
試
験
・
選
考
で
実
施
す
る
試
験
・
選

考
区
分
及
び
採
用
予
定
数
を
発
表
し
ま

し
た
。

Ⅰ
類
採
用
試
験
で
は
、【
一
般
方
式
】

が
11
の
試
験
区
分
で
実
施
し
ま
す
。
採

用
予
定
数
は
全
試
験
区
分
で
合
計

1
2
7
6
名
程
度
と
な
り
、
昨
年
度
よ

り
2
0
1
名
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、【
土
木
・
建
築
新
方
式
】
は
土
木

造
園
（
土
木
）
及
び
建
築
の
２
つ
の
試

験
区
分
で
実
施
し
、
採
用
予
定
数
は
14

名
程
度
で
す
。

Ⅲ
類
採
用
試
験
は
、
事
務
の
試
験
区

分
で
実
施
し
、
採
用
予
定
数
は
1
3
0

名
程
度
で
、
昨
年
度
よ
り
16
名
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
を
対
象
と

す
る
採
用
選
考
の
採
用
予
定
数
は
89
名

程
度
で
、
昨
年
度
よ
り
５
名
増
加
し
て

い
ま
す
。

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
で
実
施
す

る
試
験
・
選
考
区
分
は
、
１
級
職
で
は

事
務
・
土
木
造
園
（
土
木
）・
建
築
・

機
械
・
電
気
・
福
祉
・
児
童
福
祉
・
児

童
指
導
・
児
童
心
理
、
２
級
職
（
主

任
）
で
は
事
務
・
土
木
造
園
（
土

木
）・
建
築
・
福
祉
・
児
童
福
祉
・
児

童
指
導
・
児
童
心
理
、
３
級
職
（
係
長

級
）
で
は
児
童
福
祉
・
児
童
指
導
・
児

童
心
理
で
す
。
経
験
者
採
用
試
験
・
選

考
の
採
用
予
定
数
の
合
計
は
2
8
4
名

程
度
と
な
り
、
昨
年
度
よ
り
46
名
減
少

し
て
い
ま
す
。

全
体
の
採
用
予
定
数
は
1
7
9
3
名

程
度
で
昨
年
度
に
比
べ
2
6
3
名
減
少

し
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和２年度採用試験・選考情報
〜令和２年度の採用予定数等を発表！〜

令和２年度特別区職員採用試験・選考　採用予定数一覧表
上段：令和２年度
中段：令和元年度
下段：増　　　減
（単位：名程度）

採用区分
試験・
選考区分

Ⅰ類
Ⅲ類 障害者

経験者
合　計

一般方式 土木・建築 
新方式 １級職 ２級職

（主任）
３級職

（係長級）

事　　務
906 130 89 101 43 1,269
966 146 84 125 47 1,368
▲ 60 ▲ 16 5 ▲ 24 ▲ 4 ▲99

土木造園 
（土　木）

48 8 - 10 5 71
59 10 - 11 6 86

▲ 11 ▲ 2 - ▲ 1 ▲ 1 ▲15

土木造園 
（造　園）

6 - - - 6
20 - - - 20

▲ 14 - - - ▲ 14

建　　築
50 6 - 14 9 79
69 9 - 12 6 96

▲ 19 ▲ 3 - 2 3 ▲ 17

機　　械
16 - 6 - 22
30 - 8 - 38

▲ 14 - ▲ 2 - ▲ 16

電　　気
21 - 6 - 27
37 - 8 - 45

▲ 16 - ▲ 2 - ▲ 18

福　　祉
87 20 15 122
126 17 11 154
▲ 39 3 4 ▲ 32

児童福祉
10 12 6 28
12 18 8 38
▲ 2 ▲6 ▲ 2 ▲ 10

児童指導
7 5 1 13
6 6 1 13
1 ▲ 1 0 0

心　　理
26 26
38 38

▲ 12 ▲ 12

児童心理
6 5 3 14
8 12 8 28

▲ 2 ▲7 ▲5 ▲14

衛生監視 
（衛　生）

33 33
49 49

▲ 16 ▲ 16

衛生監視 
（化　学）

5 5
5 5
0 0

保 健 師
78 78
78 78
0 0

合　　計
1,276 14 130 89 180 94 10 1,793
1,477 19 146 84 207 106 17 2,056
▲ 201 ▲ 5 ▲16 5 ▲ 27 ▲ 12 ▲ 7 ▲263

（注）�Ⅲ類、障害者、経験者については、令和２年３月１日現在の採用予定数のため、告示日（令和２年
６月25日）に直近の採用予定数を発表します。
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令
和
2
年
第
1
回

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

　

議
会
定
例
会（
第
2
日
）の
結
果

特別区人事委員会が令和元年度に
各区等と連携して実施した
主なPR事業を報告します！

～
23
区
合
同
説
明
会
～

1
月
12
日
（
日
）、
立
教
大
学
で
、
各
区
・
一
部
事

務
組
合
（
以
下
、「
各
区
等
」
と
い
う
。）
と
の
共
催
に

よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
特
別
区
職
員
採
用
試
験
・
選
考
の

受
験
希
望
者
を
対
象
に
、
特
別
区
へ
の
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
今
年
度
は
約
4
7
0
0
名
の
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
ブ
ー
ス
（
教
室
）
で
は
、
各
区
等
に
よ
る
個
別
説

明
、
技
術
・
専
門
職
の
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
、
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
に
分
か
れ
て
の
合
同
説
明
等
を
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
ど
の
ブ
ー
ス
も
大
盛
況
で
、
参
加
者

は
先
輩
職
員
の
体
験
談
な
ど
を
真
剣
に
聞
き
、
熱
心
に

質
問
を
す
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

～
技
術
職
採
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

特
別
区
職
員
採
用
試
験
（
技
術
職
）
受
験
希
望
者
を

対
象
と
し
て
、
3
月
7
日
（
土
）
に
開
催
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、

や
む
を
得
ず
開
催
を
中
止
と
し
ま
し
た
。
参
加
を
予
定

し
て
い
た
方
々
に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

近
年
、
技
術
系
職
員
の
採
用
環
境
が
ま
す
ま
す
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
開
催
の
代
替
と

し
て
、
各
区
等
の
協
力
を
得
て
、
特
別
区
人
事
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
当
日
実
施
予
定
だ
っ
た

基
調
講
演
の
動
画
配
信
、
23
区
技
術
職
の
現
場
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
資
料
掲
載
等
を
行
い
ま
し
た
。

※�

技
術
職
…
土
木
造
園
（
土
木
）、
土
木
造
園
（
造

園
）、
建
築
、
機
械
、
電
気

～
最
後
に
～

特
別
区
人
事
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
有
為
な
人
材

の
確
保
に
向
け
て
、
各
区
等
と
連
携
し
た
積
極
的
な

P
R
活
動
を
今
後
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

3
月
16
日
（
月
）
に
第
1
回
定
例
会
（
第
2
日
）
が

開
か
れ
ま
し
た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

人
事
案
件

・
特
別
区
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

�

（
中
山
弘
子
氏
の
選
任
に
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
教
育
長

の
選
任
に
つ
い
て�

（
青
木
康
平
氏
の
選
任
に
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て�

（
清
正
浩
靖
氏
の
選
任
に
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て�

（
入
野
貴
美
子
氏
の
選
任
に
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て�

（
小
花
高
子
氏
の
選
任
に
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て�

（
薩
田
知
子
氏
の
選
任
に
同
意
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

3
月
18
日（
水
）に
第
1
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

中
央
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

豊
島
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

葛
飾
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

令
和
2
年
第
1
回

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　

議
会
臨
時
会
の
結
果

●本定例会で選任された人事委員会委員

氏　名 就任年月日 備　　　考

中山　弘子
令和2年
4月1日

前新宿区長
（再任）

●本定例会で選任された教育委員会教育長

氏　名 就任年月日 備　　　考

青木　康平
令和2年
4月1日

港区教育委員会教育長
（新任）

●本定例会で選任された教育委員会委員

氏　名 就任年月日 備　　　考

清正　浩靖
令和2年
4月1日

北区教育委員会教育長
（新任）

入野貴美子
令和2年
4月1日

中野区教育委員会教育長
（新任）

小花　高子
令和2年
4月1日

葛飾区教育委員会教育長
（新任）

薩田　知子
令和2年
4月1日

港区教育委員会委員
（保護者委員）（新任）
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特別区長会調査研究機構
令和元年度調査研究結果報告について

○�

特
別
区
の
全
国
へ
の
貢
献
を
可
視
化

（
ヒ
ト
、
カ
ネ
、
情
報
等
の
視
点
で
）

○�

全
国
自
治
体
の
政
策
関
連
情
報
の
選

択
行
動
特
性
を
解
明

○�

特
別
区
は
全
国
と
の
連
携
を
意
識
し

た
情
報
発
信
の
さ
ら
な
る
工
夫
を

○�
職
員
は
自
区
の
施
策
に
つ
い
て
よ
り

理
解
・
認
識
を
深
め
、
効
果
的
に
伝

わ
る
取
組
み
が
重
要

【
◎
リ
ー
ダ
ー
・
○
副
リ
ー
ダ
ー
】

◎
大
森 　

彌（�

東
京
大
学
名
誉
教
授

（
機
構
顧
問
））

○�

大
杉 　

覚（�

首
都
大
学
東
京
法
学
部

教
授
）

【
参
加
区
】港
区

○�

全
国
の
大
都
市
1
0
1
市
と
特
別
区

に
対
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
及
び
先
行
す
る
8
自
治
体
に

対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
特
徴
、
傾
向
等
を
分
析

○�

基
礎
自
治
体
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク

導
入
の
プ
ロ
セ
ス
と
イ
ン
パ
ク
ト

（
影
響
要
因
）
を
明
示

○�

基
礎
自
治
体
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク

導
入
モ
デ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、

9
パ
タ
ー
ン
を
提
示

【
◎
リ
ー
ダ
ー
・
○
副
リ
ー
ダ
ー
】

◎
市
川 
宏
雄（�
明
治
大
学
名
誉
教
授

（
機
構
顧
問
））

○
中
西 

穂
高（�

帝
京
大
学
知
的
財
産
セ

ン
タ
ー
長
・
教
授
）

【
参
加
区
】品
川
区
、
新
宿
区
、
文
京
区

基
礎
自
治
体
に
お
け
る

�

テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
と
実
現
方
法
（
品
川
区
）

特
別
区
が
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
の
効
果
が

�

日
本
全
体
に
与
え
る
影
響
（
港
区
）

○�

先
進
自
治
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら

A
I
・
R
P
A
の
実
証
実
験
・
本
格
導

入
に
成
功
し
た
要
因
を
導
出
。
成
功
の

要
因
は
、
大
き
く
①
既
存
業
務
の
把

握
・
分
析
・
改
善
、
②
周
辺
自
治
体
・

国
と
の
関
係
性
の
構
築
、
③
産
学
官
連

携
の
三
つ

○�

A
I
・
R
P
A
を
特
別
区
の
業
務
に
適

用
し
た
場
合
に
業
務
効
率
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
4
事
例
（
人
事
分

野
、
会
計
処
理
分
野
、
健
康
・
医
療
分

野
、
住
民
異
動
分
野
）
を
抽
出
。
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
と
解
決
策
を
明
示

○�

A
I
・
R
P
A
を
活
用
し
た
特
別
区
の

未
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
直
近
の
取

組
み
を
提
示

【
◎
リ
ー
ダ
ー
・
○
副
リ
ー
ダ
ー
】

◎
喜
多 

慶
造（�

大
田
区
企
画
経
営
部
情

報
シ
ス
テ
ム
課
長
）

◎
谷
口 　

正（�

葛
飾
区
政
策
経
営
部
情

報
政
策
課
長
）

【
参
加
区
】大
田
区
、
葛
飾
区

○�

防
災
シ
ス
テ
ム
を
共
通
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
発
災
時
の
対
応
や
物
資
な
ど
の

情
報
共
有
が
容
易
に
な
り
、
よ
り
円
滑

な
災
害
対
応
が
可
能

○�

共
同
調
達
で
は
、購
入
単
価
の
低
下
の

ほ
か
事
務
の
効
率
化
も
期
待
で
き
る

○�

電
子
窓
口
や
共
同
化
業
務
シ
ス
テ
ム
、

I
D
連
携
基
盤
な
ど
備
え
た
情
報
基
盤

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
業
務
効
率
化
は

も
と
よ
り
、
民
間
と
の
連
携
に
よ
る
新

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
も
期
待
で
き
る

○�

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
契
約

主
体
と
も
な
り
得
る
組
織
体
を
設
立
す

る
こ
と
が
適
当

【
◎
リ
ー
ダ
ー
・
○
副
リ
ー
ダ
ー
】

◎
澤
田 　

伸（
渋
谷
区
副
区
長
）

○
星
野 

大
作（�

渋
谷
区
経
営
企
画
部
長
）

【
参
加
区
】�渋
谷
区
、
足
立
区
、

　
　
　
　

葛
飾
区
、
江
東
区

特
別
区
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

�

業
務
効
率
化
（
渋
谷
区
）

A
I
等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化

〜
電
子
自
治
体
へ
の
移
行
に
向
け
て
〜（
大
田
区
・
葛
飾
区
）

特別区長会調査研究機構では、令和元年度に８つのテーマについて調査研究に取り組み、
３月に調査研究報告書をとりまとめましたので、各テーマのポイントをご紹介いたします。
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○�

国
勢
調
査
特
別
集
計
デ
ー
タ
を
用
い
た

特
別
区
の
詳
細
な
分
析
を
行
う
と
と
も

に
、
世
田
谷
区
・
豊
島
区
・
墨
田
区
の

35
〜
64
歳
の
単
身
者
1
5
0
0
0
人
を

対
象
に
大
規
模
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
生
活
実
態
や
意
識
を
分
析

○�

特
別
区
に
集
積
す
る
傾
向
の
壮
年
期
人

口
は
、
未
婚
率
の
上
昇
を
牽
引
し
た
世

代
で
単
身
者
の
増
加
に
結
び
つ
い
た

○�

単
身
者
の
属
性
は
多
様
で
あ
る
が
、
社

会
的
孤
立
傾
向
、
生
活
費
の
負
担
、
高

齢
期
の
不
安
等
の
共
通
要
素
を
も
つ

○�
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
い
る
側

面
が
あ
り
、
参
加
の
新
し
い
チ
ャ
ン
ネ

ル
づ
く
り
が
政
策
テ
ー
マ
に
な
り
う
る

○�

今
後
さ
ら
に
分
析
を
進
め
、
都
市
政
策

の
新
し
い
展
開
に
つ
な
が
る
知
見
の
提

供
を
め
ざ
し
た
い

【
◎
リ
ー
ダ
ー
・
○
副
リ
ー
ダ
ー
】

◎�

宮
本
み
ち
子（�

放
送
大
学
/
千
葉
大

学
名
誉
教
授
（
機
構

顧
問
））

◎�

大
江 

守
之（�

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

【
調
査
協
力
区
】世
田
谷
区
、
豊
島
区
、

　
　
　
　
　
　

墨
田
区

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

（
特
別
区
協
議
会
）

特
別
区
に
お
け
る
小
地
域
人
口
・
世
帯
分
析
及
び

�

壮
年
期
単
身
者
の
現
状
と
課
題
（
基
礎
調
査
）

○�

S
D
G
s
に
関
す
る
特
別
区
の
取
組

み
は
こ
れ
か
ら

　

→�

意
義
・
目
的
の
理
解
を
深
め
て
、

S
D
G
s
理
念
を
特
別
区
に
そ
く

し
て
翻
訳
、
実
行
プ
ラ
ン
へ
の
反

映
を

○�
直
面
す
る
課
題
へ
の
対
応
と
持
続
可

能
性
の
確
立
に
向
け
て

　

→�
高
齢
社
会
、
少
子
化
へ
の
対
応
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど

　

→�

課
題
別
の
対
応
か
ら
領
域
横
断
的

な
対
応
へ
の
転
換
、
多
面
的
な
連

携
・
協
力
体
制
の
構
築

【
◎
リ
ー
ダ
ー
・
○
副
リ
ー
ダ
ー
】

◎
広
井 

良
典（�

京
都
大
学
教
授
（
機
構

顧
問
））

【
参
加
区
】荒
川
区
、
世
田
谷
区
、

　
　
　
　

板
橋
区
、
葛
飾
区

　

板
橋
区
・
北
区
で
第
1
子
が
0
〜
5

歳
の
女
性
計
3
0
0
0
人
に
対
し
て
育

児
期
女
性
の
自
尊
感
情
（
自
分
自
身
を

価
値
あ
る
も
の
と
感
じ
る
感
覚
）、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
（
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
心

理
的
な
回
復
力
）
を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施

○�

調
査
に
よ
り
、
①
産
後
す
ぐ
よ
り
も

し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
（
1
〜
3

歳
）、
②
育
児
に
ま
つ
わ
る
離
職
時
、

③
母
親
役
割
の
内
面
化
が
自
尊
感

情
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
下
げ
、
育
児

を
困
難
に
し
て
い
る
一
方
、
就
労
し

て
い
る
育
児
期
女
性
は
自
己
肯
定
感

が
高
い

○�

自
尊
感
情
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
注
目
し

た
さ
ら
な
る
支
援
体
制
の
構
築
が
必
要

【
◎
リ
ー
ダ
ー
・
○
副
リ
ー
ダ
ー
】

◎
並
木 
有
希（�

東
京
家
政
大
学
女
性
未

来
研
究
所
副
所
長
）

【
参
加
区
】板
橋
区
、
北
区
、

　
　
　
　

千
代
田
区
、
文
京
区
、

　
　
　
　

豊
島
区

自
尊
感
情
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
に
着
目
し
た
、育
児
期
女
性

に
対
す
る
支
援
体
制
構
築
に
向
け
て
の
基
礎
研
究（
板
橋
区
）

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
目
標（
S
D
G
s
）」に
関
し
て
、特
別

区
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
実
行
性
の
あ
る
施
策
に
つ
い
て（
荒
川
区
）

○�

特
別
区
の
高
齢
者
人
口
ピ
ー
ク
は
、

「
2
0
5
5
年
」（
≠
全
国
の
ピ
ー
ク

「
2
0
4
0
年
」）

○�

ピ
ー
ク
時
の
高
齢
者
人
口
は
、

「
3
0
0
万
人
」
に
迫
る
規
模

　

→�

医
療
・
介
護
等
の
ニ
ー
ズ
は
増
加
の

一
途

○�

2
0
1
5
年
と
2
0
5
5
年
の
比
較
で

は
、
総
人
口
が
増
加
す
る
一
方
、
生
産

年
齢
人
口
は
減
少
す
る

　

→�

増
加
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る
だ

け
の
供
給
力
を
確
保
で
き
な
い
、

「
供
給
の
危
機
」に
直
面
す
る
可
能
性

【
◎
リ
ー
ダ
ー
・
○
副
リ
ー
ダ
ー
】

◎
大
森 　

彌（�

東
京
大
学
名
誉
教
授

（
機
構
顧
問
））

○
伊
藤 

正
次（�

首
都
大
学
東
京
大
学
院
法

学
政
治
学
研
究
科
教
授
）

【
参
加
区
】江
戸
川
区

大
局
的
に
見
た
特
別
区
の
将
来
像
（
江
戸
川
区
）

報告書は、新たに開設した特別区長会調査研究機構HP（https://www.tokyo23-
kuchokai-kiko.jp）で閲覧・ダウンロードができます。
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「特別区全国連携プロジェクト」の
取り組みについて

特
別
区
長
会
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た
広
島
県
町
村
会

と
の
連
携
事
業
と
し
て
、
東
京
区
政
会
館
1
階
に
て
展
示
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
展
示
で
は
、
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
「
体
験
」
の
魅

力
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
伝
統
・
文
化
に
ふ
れ
「
発
見
」

す
る
喜
び
を
テ
ー
マ
に
広
島
県
全
9
町
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
広
島
県
の
特
産
品
販
売
イ

ベ
ン
ト
も
期
間
限
定
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
広
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
し
、
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
展
示
期
間　

5
月
12
日
（
火
）
～
6
月
18
日
（
木
）

◆
展
示
時
間　

平　

日　

9
時
～
20
時
30
分

　
　
　
　
　

土
曜
日　

9
時
～
17
時（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
展
示
会
場　

東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

◆
観
覧
料　

無
料

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト　

�

広
島
県
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

5
月
20
日
（
水
）
11
時
～
15
時

　
　
　
　
　
　
　
　

※
売
切
れ
次
第
終
了

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト
会
場　

�

東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

◆
主　
　

催　

�

特
別
区
長
会
、
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

◆
連
携
協
力　

広
島
県
町
村
会

◆
後
援
（
予
定
）　

東
京
都

（
特
別
区
長
会
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

令
和
2
年
度
第
1
回
全
国
連
携
展
示（
広
島
県
全
9
町
）

「
瀬
戸
内
の
恵
み
＂し
ま
な
み
＂、大
自
然
と
伝
統
の
＂や
ま
な
み＂

新
鮮
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
広
島
」

「特別区全国連携
 プロジェクト」とは？

東京を含む全国各地域がともに発展・成
長し、共存共栄を図ることを目的に、特
別区（東京23区）と全国の各地域が連
携・交流事業を行う取り組みとして、平
成26年９月に特別区長会が立ち上げた
プロジェクトです。

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
は
、
4
月

1
日
（
水
）
に
令
和
2
年
度
特
別
区
立
幼
稚
園
教
員
採
用

候
補
者
選
考
の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
選
考
は
、
第
1
次
選
考
の
筆
記
試
験
を
、
6

月
21
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
程
及
び
選
考
内
容
等
を
掲
載
し
た
「
選
考
案

内
」
は
、
東
京
区
政
会
館
及
び
各
区
役
所
で
配
布
し
て
お

り
、
ま
た
、
組
合
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

教
育
委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会

は
、
4
月
1
日
（
水
）
に
令
和
2
年
度
特
別
区

立
幼
稚
園
臨
時
的
任
用
教
員
採
用
候
補
者
選
考

の
選
考
案
内
を
発
表
し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
受
験
資
格
が
「
幼
稚
園
教
諭

普
通
免
許
状
を
現
に
有
す
る
者
」
の
み
に
変
更
と

な
り
ま
す
。（
年
齢
要
件
及
び
勤
務
実
績
要
件
は

撤
廃
）

6
月
及
び
12
月
に
定
期
選
考
を
実
施
す
る
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
案
内
は
東
京
区
政
会
館
の
ほ
か
、
各
区
教

育
委
員
会
で
配
布
し
て
お
り
、
組
合
教
育
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

教
育
委
員
会
事
務
局
）

令和2年度特別区立幼稚園教員採用候補者選考実施日程

告示日 ４月１日（水）

申
込
期
間

郵送受付 ４月１日（水）〜５月７日（木）消印有効

持参受付 ５月７日（木）・８日（金）

第１次選考 ６月21日（日）

第１次合格発表 ７月29日（水）

第２次選考 ８月15日（土）・16日（日）

最終合格発表 ９月11日（金）

令
和
2
年
度
特
別
区
立

幼
稚
園
臨
時
的
任
用
教
員

採
用
候
補
者
選
考
実
施

令
和
2
年
度
特
別
区
立

幼
稚
園
教
員
採
用
候
補
者
選
考

実
施
日
程
発
表

広島（エリア別地図）
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  渋
谷・文京・豊島・練馬

所蔵資料のご紹介

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
専
門
図
書
館
で
す
。
23
区
が
発

行
す
る
行
政
資
料
、
地
方
自
治
に
関
す

る
図
書
を
中
心
に
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

他
区
の
施
策
を
知
り
た
い
、
ま
た
は
自

区
の
古
い
資
料
が
見
た
い
と
き
な
ど
に

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
所
蔵
資
料
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今
回
は
、
所
蔵
し
て
い
る
23
区
の
行

政
資
料
の
中

か
ら
4
区
の

お
す
す
め
資

料
を
紹
介
し

ま
す
。

渋
谷
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

�

2
0
1
7

−
2
0
2
6

（
平
成
29
年
2
月
渋
谷
区
経
営
企
画
部
）

本
書
は
、
渋
谷
区
が
基
本
構
想
で
掲

げ
る
未
来
像
の
実
現
の
た
め
に
、
平
成

29
（
2
0
1
7
）
年
度
か
ら
平
成
38

（
2
0
2
6
）
年
度
ま
で
の
10
年
間
の

区
政
運
営
の
方
針
と
な
る
計
画
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
渋
谷
区
を
取
り
巻
く
現

状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
①
暮
ら
し
や
す

さ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
（
区
民
生
活

の
暮
ら
し
や
す
さ
の
視
点
）、
②
街
の

魅
力
と
誇
り
を
育
む
た
め
に
（
来
街
者

を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
）、

③
未
来
へ
向
け
た
発
信
の
た
め
に
（
未

来
へ
の
戦
略
的
な
視
点
）
と
い
う
3
つ

の
視
点
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
視
点
に

沿
っ
て
分
か
り
や
す
く
施
策
が
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

文
京
絵
で
み
て
歩
く　

文
京
の
ま
ち

（
平
成
23
年
12
月
19
日　

文
京

ふ
る
さ
と
歴
史
館　

文
京
区
ア
カ
デ

ミ
ー
推
進
部
ア
カ
デ
ミ
ー
推
進
課
文
化

資
源
担
当
室
）

本
書
で
は
江
戸
時
代
の
切
絵
図
を
参

考
に
文
京
の
街
を
4
つ
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
街
歩
き
の
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。「
小
石
川
谷
中 

本
郷
絵
図
」・

「
東
都
駒
込
辺
絵
図
」・「
雑
司
ヶ
谷
音

羽
絵
図
」・「
東
都
小
石
川
絵
図
」
の
絵

図
を
使
用
し
て
お
り
、
昔
と
今
で
変
化

し
て
い
る
場
所
や
変
わ
ら
ず
残
っ
て
い

る
も
の
を
地
図
を
見
比
べ
な
が
ら
散
歩

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
当
時
の
風
景
を
描
い
た

絵
画
や
図
版
も
掲
載
し
て
あ
る
の
で
、

景
色
を
思
い
浮
か
べ
や
す
く
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

豊
島
豊
島
区
未
来
戦
略
推
進
プ
ラ
ン

2
0
1
9�

将
来
像
編

（
平
成
31
年
３
月
豊
島
区
政
策
経
営
部

企
画
課
）

豊
島
区
で
は
、
平
成
28
年
度
に
10
ヵ

年
を
計
画
期
間
と
す
る
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
が
、
本
書
は
こ
の
基
本
計

画
に
新
た
な
内
容
や
修
正
を
加
え
つ

つ
、
毎
年
度
改
訂
し
て
い
く
実
施
計
画

と
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
構
成

と
し
て
は
三
章
に
分
け
ら
れ
、
未
来
戦

略
推
進
プ
ラ
ン
の
基
本
的
な
考
え
方
や

目
標
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

先
端
的
な
文
化
か
ら
伝
統
的
な
文
化

ま
で
、
幅
広
く
世
界
中
の
人
々
に
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
「
国
際
ア
ー
ト
・
カ

ル
チ
ャ
ー
都
市
」
や
、
豊
島
区
の
1
人

暮
ら
し
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
を
目
指

す
「
と
し
ま
総
合
戦
略
」
な
ど
を
推
進

す
る
た
め
の
施
策
が
、
分
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
民
と
と
も
に
練
馬
の

�

み
ど
り
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

―
練
馬
区
み
ど
り
の
総
合
計
画
―

平
成
31
（
2
0
1
9
）
年
度
～
平
成
40

（
2
0
2
8
）
年
度

（
平
成
31
年
4
月
練
馬
区
環
境
部
み
ど

り
推
進
課
）

練
馬
区
は
、
都
心
に
近
い
立
地
な
が

ら
、
公
園
や
農
地
な
ど
豊
か
な
み
ど
り

に
恵
ま
れ
た
住
宅
都
市
と
し
て
、
特
色

の
あ
る
公
園
や
街
路
樹
の
整
備
、
樹
林

地
の
保
全
や
都
市
農
地
の
制
度
改
革
な

ど
、
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。本

計
画
は
、「
都
市
緑
地
法
」
及
び

「
練
馬
区
み
ど
り
を
愛
し
守
り
は
ぐ
く

む
条
例
」
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
、
練

馬
区
み
ど
り
施
策
に
関
す
る
総
合
的
な

計
画
で
す
。
練
馬
区
全
域
を
緑
化
重
点

地
区
と
し
て
定
め
、「
み
ど
り
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」
と
「
み
ど
り
を
育

む
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
輪
を
広
げ
る
」
と

い
う
2
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て

様
々
な
施
策
の
展
開
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
30
年
後
の
将
来
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
3
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

※�

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、

現
在
館
内
の
資
料
等
を
閲
覧
禁
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

�

今
後
の
状
況
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
随
時
更
新
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。（

特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

センターHP
QRコード

 

23 区と地方自治の専門図書館       
 

特別区自治情報・交流センター  
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特別区職員研修所からのご案内

６月の研修メニューを紹介します

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

戸籍（初級）② 6/10(水)・11(木)・
 17(水)・18(木) 初めて戸籍事務を担当する職員

障害者保健福祉 6/24(水) 障害者保健福祉関連の職場に初めて配属された職員

児童相談所関連研修

児童福祉司
スーパーバイザー研修（前期） 6月上旬～下旬 児童福祉司としておおむね5年以上の職務経験を有する職員

児童福祉司（1 ～ 2 年目）
①②

①6月上旬
②6月下旬

児童福祉司1～ 2年目の職員、児童心理司、一時保護所職員、その他子ども
家庭福祉行政に携わる職員（心理職を含む）

※紙面の都合上、6月に実施する研修の一部を紹介しています。
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込期限
（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html）もご覧ください。
※�新型コロナウィルス感染症対策により、研修日程の変更等が生じる可能性があります。変更が生じた場合には、特別区職員研修所ホームページに
てお知らせいたします。� （特別区職員研修所）

研修名：建築主事養成（直前講習会）　　　
対　象：�建築基準適合判定資格者検定の受検を検討している職員及び受検資格（一級建築士に合格しており、審査実務を

2 年以上経験等）を有する職員
内　容：�建築主事（建築基準適合判定資格者）の増加を目指し、試験専門家による過去問題の解説により試験対策準備を

行います。構造、考査 A、考査 B について、試験形式での演習及び解説を実施します。

日時：6月1日（月）、
　　  8日（月）、15日（月）
　　 13：30〜17：00

特別区職員向けのページです。

●ピックアップ研修

令
和
２
年
3
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

■�

東
北
絆
ま
つ
り
福
島
開
催
お
よ
び
東
北
絆
ま
つ
り
山
形

開
催
に
つ
い
て

■�

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
東
京
戦
略
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削

減
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
策
定
に
つ
い
て

■�

東
京
都
児
童
相
談
体
制
等
の
検
討
に
つ
い
て

■�

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向
け
た
清
掃
事
業
に
関
す
る
検
討
結
果
に
つ
い
て

■�

第
23
回
特
別
区
制
度
懇
談
会
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
に
つ
い
て

■�

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
採
用
に
つ
い
て

■�

東
京
都
・
特
別
区
・
東
京
都
医
師
会
連
絡
協
議
会
（
三

者
協
）
及
び
東
京
都
地
域
保
健
事
業
連
絡
協
議
会
（
五

者
協
）
関
連
事
業
に
つ
い
て

■�

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■�

令
和
２
年
度
被
災
地
及
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
職
員
派
遣
に
つ
い
て

■�

産
業
振
興
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

■�

令
和
２
年
度
区
長
会
役
員
改
選
等
の
日
程
に
つ
い
て

■�

各
種
審
議
会
委
員
等
の
推
薦
に
つ
い
て

■�

区
長
会
正
副
会
長
と
都
知
事
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■�

令
和
元
年
度
日
中
友
好
交
流
事
業
の
実
績
に
つ
い
て

■�

関
東
市
議
会
議
長
会
総
会
に
係
る
都
県
提
出
議
案
に

つ
い
て

■�

令
和
２
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
の
措

置
状
況
等
に
つ
い
て

■�

議
長
会
研
修
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

■�

特
別
区
議
会
議
長
会
の
活
動
概
要
と
次
期
へ
の
申
し

送
り
の
取
扱
い
に
つ
い
て

■�

台
風
19
号
に
伴
う
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
の
見
舞
金

の
取
扱
い
に
つ
い
て

■�

令
和
元
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
補
正
予
算
に
つ
い
て

■�

関
東
市
議
会
議
長
会
慶
弔
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

3.18

会
長
議

3.16

会
長
区
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東京都立大学（旧首都大学東京）
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
5月開講講座のご案内です！！
首都大学東京は、2020年4月1日に大学名称を東京都立大学に変更しました。

●�オープンデータ、オープンサイエンスが解き明かす生物多様性�【講座コード：2011G004】
　市民参加型調査からインターネットを通した共有化と利用まで

＊各講師の所属（肩書）については、2020年 1月時点のものです。
＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

　“データベース”、“ビッグデータ”、誰もが耳にしたこ
とがある言葉だと思います。“オープンデータ”、“オープ
ンサイエンス”、最近よく耳にする言葉です。しかし、何
となくのイメージはあれど、これらが何を意味している
のか、具体的にどういったものなのかは意外と知られて
いません。この講座では、生物多様性科学を軸に、オー
プンデータ、オープンサイエンスとは何か、それが科学
技術にもたらすと期待されていることについて議論した
いと思います。

●ビッグデータとオープンデータ、それらの利活用
●市民参加による大規模な生物調査の利点と課題
●オープンデータからオープンサイエンスを考える
●生物多様性情報学とオープンサイエンス

講　師：大澤 剛士 （おおさわ　たけし） 
	 首都大学東京　准教授　都市環境学部
日　程：５/14～５/25　月・木曜４回
時　間：18：00～19：30
受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館３階）

※特別区職員互助組合員の方はお申込みの際、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞

東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/

Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

●現代経営組織論を学ぶ� 【講座コード：2011E001】
　ネットワーク社会の行方を考える

●ネットワーク組織の発展
●SCMの光と影
●ネットワーク社会と労働
●競争と価値創造がもたらすもの

講　師：横山 佳代子（よこやま　かよこ）
	 首都大学東京　准教授　オープンユニバーシティ
日　程：５/11～６/８　月曜４回
時　間：18：30～20：00
受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館３階）

　90年代からの ITの発展・社会への浸透により、ビジネ
スの世界では、企業が物やサービスの供給システムを革新
させてきています。確かに私達の日々の暮らしも格段に便
利になり、AIにより、仕事がなくなる？という話題が急に
クローズアップされたりしました。物の売買、支払いシス
テムなど、個人のライフスタイルにも大きな変化がもたら
されているようです。こうしたネットワーク社会という新
たなビジネス環境における競争は、組織や経営システムの
合理化、生産性の向上が強く求められ、現場の労働環境を
変化させ、常に新たな価値創造に向かっています。そこで、
本講座では、現代企業におけるネットワーク組織の発展の
実際を知ることにより、今後、社会の進もうとしている方

向性や当然、予測される様々な課題や社会への影響につい
ても学習します。
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23
区
と
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事

務
組
合
（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い

う
。）
は
、
平
成
23
年
か
ら
連
携
・
協

力
し
、
海
外
諸
都
市
に
お
け
る
廃
棄
物

問
題
の
解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
東
京

23
区
の
清
掃
事
業
の
経
験
や
廃
棄
物
処

理
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
国

際
協
力
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
海
外
諸
都
市
の
廃
棄
物
処

理
の
現
状
や
、
令
和
元
年
度
に
23
区
と

清
掃
一
組
が
行
っ
た
主
な
国
際
協
力
事

業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

1
．�
な
ぜ
清
掃
事
業
の
国
際
協
力
が

必
要
な
の
か
？

近
年
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
海

外
の
諸
都
市
で
は
、
急
速
な
経
済
成
長

や
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
廃
棄
物
問
題

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
国
々
で
は
、
現
在
、
多
く
の
廃

棄
物
が
焼
却
処
理
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
ま
ま
埋
立
処
分
さ
れ
て
お
り
、
処

分
場
の
不
足
や
都
市
の
生
活
環
境
等
に

お
い
て
、
と
て
も
深
刻
な
事
態
を
抱
え

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
こ
れ
ら
の

国
々
か
ら
多
く
の
方
々
が
清
掃
工
場
等

へ
視
察
に
訪
れ
る
な
ど
、
大
都
市
の
中

で
安
全
・
安
定
的
に
清
掃
事
業
を
行
っ

て
き
た
23
区
と
清
掃
一
組
の
事
業
に
対

し
て
、
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

国
際
協
力
の
主
な
取
り
組
み
と
し

て
、
海
外
か
ら
の
視
察
者
の
受
入
、
技

術
者
等
の
派
遣
な
ど
の
人
材
交
流
や
相

手
国
政
府
や
自
治
体
に
対
す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
．
海
外
か
ら
の
視
察
者
の
受
入

令
和
元
年
度
の
海
外
か
ら
の
視
察
者

数
は
、
令
和
2
年
1
月
末
時
点
で
約

6
千
人
で
あ
り
、
年
々
多
く
の
方
々
が

清
掃
工
場
等
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

主
な
視
察
者
は
、
地
域
の
環
境
悪
化

や
廃
棄
物
処
理
の
問
題
に
直
面
し
て
い

る
海
外
諸
都
市
の
行
政
機
関
の
方
々
で

す
。令

和
元
年
9
月
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

国
住
宅
・
地
方
自
治
省
ズ
ラ
イ
ダ
・
カ

マ
ル
デ
ィ
ン
大
臣
一
行
が
杉
並
清
掃
工

場
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

視
察
者
の
多
く
は
、
23
区
の
清
掃
工

場
は
ご
み
の
臭
い
が
し
な
い
こ
と
、
工

場
が
住
宅
地
域
の
近
く
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
に
大
変
驚
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
工
場
の
建
設
時
や
運
営
に
お
け
る

周
辺
住
民
と
の
合
意
形
成
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
と
て
も
関
心
が
高
く
、
熱
心

に
質
問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

3
．�

人
材
交
流
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

人
材
交
流

日
本
政
府
や
J
I
C
A
等
の
依
頼
に

よ
り
、
海
外
諸
都
市
の
技
術
者
等
を
受

入
れ
、
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
の
運
営
に
は
地
域
の
理
解

が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、
廃
棄
物
の
焼

却
に
よ
り
発
生
す
る
熱
を
有
効
に
活
用

す
る
発
電
の
仕
組
な
ど
を
丁
寧
に
説
明

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
区
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
収
集
現
場
の
視
察
や
リ
サ

イ
ク
ル
・
分
別
な
ど
の
講
義
を
行
う
こ

と
で
、
研
修
生
の
さ
ら
な
る
技
術
力
向

上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

日
本
政
府
が
実
施
す
る
海
外
の
廃
棄

物
処
理
施
設
の
事
業
化
可
能
性
調
査
へ

の
協
力
、
相
手
国
政
府
や
自
治
体
へ
の

助
言
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東京23区清掃事業の国際協力について

途上国における最終処分場の様子

ズライダ大臣による杉並清掃工場視察の様子

リサイクル・分別に関する講義の様子海外の自治体職員による収集現場視察の様子

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

R1

人
数

年度 （令和 2 年 1 月末時点） 

H27 H28 H29 H30

海外からの視察者数の推移
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令
和
元
年
度
は
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ

イ
市
南
部
に
職
員
を
派
遣
し
、
現
地
行

政
機
関
や
関
連
企
業
へ
の
助
言
を
行
い

ま
し
た
。

既
存
の
廃
棄
物
処
理
施
設
や
新
た
に

清
掃
工
場
を
建
設
す
る
予
定
地
な
ど
を

視
察
し
、
課
題
等
に
つ
い
て
情
報
を
提

供
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
ハ
ノ
イ
市
へ
適
切
な
助

言
を
行
い
、
廃
棄
物
問
題
の
解
決
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

4
．
終
わ
り
に

23
区
と
清
掃
一
組
は
、
今
後
も
、
廃

棄
物
の
減
量
や
適
正
排
出
、
安
全
・
安

定
的
な
焼
却
施
設
等
の
運
営
な
ど
、
東

京
23
区
の
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
が
、

海
外
諸
都
市
に
お
け
る
廃
棄
物
問
題
の

解
決
と
地
域
の
環
境
改
善
に
役
立
つ
よ

う
、
国
際
協
力
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
地
球
環
境
の
保
全

と
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成

に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

清
掃
事
業
国
際
協
力
室
）

令
和
2
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
額

は
1
2
2
4
万
円
で
、
前
年
度
予
算

と
の
比
較
で
は
、
59
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の

う
ち
収
集
運
搬
業
の
能
力
認
定
試
験

に
係
る
費
用
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

●
歳
　
入
●

歳
入
は
、
区
か
ら
の
負
担
金

6
9
0
万
円
（
1
区
あ
た
り
30
万

円
）
と
繰
越
金
等
5
3
4
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

●
歳
　
出
●

歳
出
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

総
務
管
理
費
（
4
5
6
万
円
）

　

・�

清
掃
協
議
会
会
議
等
の
開
催
と

清
掃
協
議
会
事
務
局
の
運
営
に

関
す
る
経
費
で
す
。

②　

管
理
執
行
費
（
6
9
3
万
円
）

　

・�

廃
棄
物
運
搬
請
負
契
約
の
締
結

と
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
許

可
に
関
す
る
経
費
で
す
。

③　

連
絡
調
整
費
（
25
万
円
）

　

・�

雇
上
車
両
の
配
車
・
調
整
と
雇

上
車
両
等
の
架
装
基
準
・
仕
様

の
調
整
に
関
す
る
経
費
で
す
。

④　

予
備
費
（
50
万
円
）

　

・�

予
算
外
の
支
出
等
、
不
慮
の
経

費
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
る

経
費
で
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
協
議
会
）

東京二十三区清掃協議会　令和２年度予算のあらまし

市政府関係者との会議の様子

清掃工場のお兄さん

23 区と清掃一組が行っている国
際協力事業の取り組みは、清掃
一組のホームページにも載って
いるよ。
清掃一組のホームページから「国
際協力事業」で検索してみよう！

令和２年度 東京二十三区清掃協議会 一般会計歳入歳出予算

元年度 12,840（100％） 元年度 12,840（100％）２年度 12,247（100％） ２年度 12,247（100％）

負担金
9,200

（71.7%） 負担金
6,900

（56.4%）

繰越金
5,345

（43.6%）

繰越金
3,638

（28.3%）

諸収入
2

（0.0%）
諸収入

2
（0.0%）

予備費
500

（3.9%）

予備費
500

（4.1%）

連絡
調整費
254

（2.1%）

総務管理費
4,560

（37.2%）

管理
執行費
6,933

（56.6%）連絡
調整費
260

（2.0%）

総務管理費
4,460

（34.7%）

管理
執行費
7,620

（59.4%）

歳入 歳出 （単位：千円）
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令和２年度 のトゥインクルレース開幕！
【中村倫也さんと新田真剣佑さんがイメージキャラクター就任】
　令和元年度は、中村倫也さん、賀来賢人さん、大谷亮平さんの３人がTCKのイメージキャラクターを務め、「夜遊び
方改革」をキャッチフレーズに、新規顧客層の獲得を目指しました。
　令和２年度はこの好調な流れを継続していくため、昨年の広報をベースとし、新たに獲得したお客様をリピーター
として育てていくとともに、TCKの魅力をより広く開拓・発信
していき、さらなる新規のお客様の獲得と一層の認知度向上を
図っていきます。
　イメージキャラクターを務めるのは、中村倫也さんと新田真
剣佑さんの２人です。中村倫也さんを昨年に引き続き起用する
ことでイメージの継続を図るとともに、新田真剣佑さんの登場に
より広告に新しさを演出していきます。また、キャッチフレーズ
の「夜遊び方改革」を継続し、「平日の夜遊びの選択肢」として
の定着を図っていきます。TVCM、交通広告、WEB広告などの
各種メディアで広告展開し、２人が繰り広げるコミカルなストー
リーを通じて、TCKの魅力を最大限アピールしていきます。

【５月２日に大井競馬場開場70周年を迎えます】
　昭和25年（1950年）の開場から、地域に親しまれる競馬場として歩んできた大井競馬場は、５月２日（土）に70周年
を迎えます。大井競馬場70年の歴史には様々な出来事がありましたが、特に昭和61年（1986年）から始まった日本初
の夜間競馬「トゥインクルレース」の開催は、従来の競馬場のイメージを大きく変えるきっかけとなりました。今後も
TCKの魅力を最大限に伝えていくことで、売得金額・利用者・本場来場者の増を達成し、23区へ財政貢献し続けてまい
ります。

大井競馬場70年の主な出来事
	 昭和25年（1950年）５月	 大井競馬場開場式
	 昭和25年（1950年）９月	 日本初のゴール写真判定装置の導入
	 昭和28年（1953年）３月	 日本初のスターティングゲート採用
	 昭和30年（1955年）４月	 日本初のパトロールフィルム制度の採用
	 昭和47年（1972年）７月	 ハイセイコー号、レコード勝ちデビュー
	 昭和61年（1986年）７月	 日本初の夜間競馬「トゥインクルレース」開催
	 平成７年（1995年）８月	 サンタアニタ競馬場と友好交流提携調印
	 平成８年（1996年）６月	 第19回帝王賞で77,818人の入場レコードを記録
	 平成23年（2011年）12月	 �第57回東京大賞典を地方競馬初の国際GⅠ競走として実施
	 平成30年（2018年）８月	 �的場文男騎手が地方競馬通算7,152勝とし、日本記録を更新
	 令和元年（2019年）12月	 �第65回東京大賞典で1レース売上5,606,275,800円、�

1日売上9,258,538,550円の地方競馬レコードを記録
（特別区競馬組合開催サービス課）

1950年の大井競馬場

トゥインクルレースの開幕

　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数
１日平均 前年度同時期対比（１日平均）

売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額
17 2/3〜7 7,373,958,840円 721,334人 1,474,791,770円 144,267人 10,220人 120.1% 115.5% 104.0%
18 2/24〜28 7,103,450,870円 685,944人 1,420,690,170円 137,189人 10,360人 132.8% 139.1% 95.5%

※ 2/27、28は無観客競馬として実施
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■駐車場のご案内
　第1駐車場1,471台
　料金：1日1台につき車1,000円、
　オートバイ200円
　※第2 3駐車場は混雑時のみ営業します。

■交通のご案内
●無料バスのご案内
　大井町線（東急バス）
　往路：JR大井町駅（中央口東・7番停留所）
　復路：正門2番乗り場より運行

●復路のみの無料バスのご案内
①品川駅経由目黒線（都バス・品93系統路線バス）
　復路：正門1番乗り場より運行
②JR品川駅直行バス（都バス）
　★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　復路：正門1番乗り場より運行

●その他の交通機関のご案内（有料）
　東京モノレール「大井競馬場前」駅下車、徒歩2分
　京浜急行「立会川」駅（急行停車）下車、徒歩12分
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5月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

大井記念（SⅠ）
●5月20日（水）
●2,000m
レース名は、大井競馬場の開設（1950年）に由来しており、2018年にはＳ
Ⅰに格上げされました。南関東古馬のトップクラスが一堂に集結する重賞で、
6月に行われる帝王賞のステップレースとして見逃せない一戦になります。

大井記念

浦和競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

大井競馬開催大井競馬開催

競 馬 開 催 日
1 2 3 4 5 6 7 8 9
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

東京ダービー（SⅠ）
●６月３日（水）
●2,000ｍ

優駿スプリント（SⅡ）
●６月23日（火）
●1,200ｍ

帝王賞（JpnⅠ）
●６月24日（水）
●2,000ｍ

東京大賞典と並んで、TCK重
賞で最も長い歴史を誇る伝
統のレースです。羽田盃に続
く南関東３歳クラシック三冠

レースの第二関門として、南関東屈指の若駒たちがしのぎを削ります。
実力だけでなく運も要求されるこのレース。これまでTCKリーディング
を21回獲得している大井の帝王こと的場文男騎手が過去37回の騎乗
でいまだ未勝利に終わっており、悲願の初優勝に期待がかかります。

３歳限定のスプリント重賞
として2011年に新設。
古馬の短距離路線の充実
により、早い段階から短距

離のスペシャリストを目指す若駒たちの目標となるレース。若
さとスピードあふれる熱い戦いに注目です。

ダート部門の実力馬た
ちが全国各地から集う
上半期のグランプリ
レース。1995年から

地方・中央の指定交流競走となり、コンサートボーイや
アジュディミツオー、フリオーソら地方の名馬たちが、JRA
の強豪馬を相手に数々の名勝負を繰り広げました。

6月の開催予定

東京ダービー 優駿スプリント 帝王賞

浦和競馬開催浦和競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

大井競馬開催 大井競馬開催


